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○松沢成文君 日本維新の会の松沢成文でございます。 

 今日、私、四月も取り上げましたけれども、この安保三文書の見直しの中での非

核三原則の扱いについて、改めて両大臣に質問していきたいと思います。 

 今朝の新聞に、ちょっと驚いたいい記事が載っていました。昨日、防衛大臣、交

詢社オープンフォーラムというところで講演をされたということで、こう言ってい

るんですね。激変する国際環境の中で、有事を想定する危機感が欠如している。ま

あ日本は欠如しているということでしょう。で、あらゆる分野で日本の防衛政策は

平時に最適化され過ぎた、いかに変えるかが大きな壁の一つだと。すばらしいポリ

シーだと思います。私も、その理念に賛同します。 

 さあ、そこで、四月十四日の質疑で防衛大臣は、非核三原則の持ち込ませずにつ

いて、二〇一〇年の当時の岡田外務大臣答弁を引き継ぐと明言されました。もう一

回述べますが、改めて、岡田答弁というのは、緊急事態に核の一時寄港を認めなけ

れば日本の安全が守れない場合、そのときの政権が命運を懸けて決断し、国民に説

明するという考え方ですね。大原則なんですが、つまり、政府は有事の例外を公式

に認めてしまっているんですね。 

 大臣は、私のほかの質問に対しても、いかなる対応を取るか明らかにしてしまえ

ば国の安全を害するとも述べているんですね。つまり、戦略的曖昧さの論理で答弁

をされているわけです。 

 この防衛政策における戦略的曖昧さを認めるのであれば、なぜ持ち込ませずだけ

は断言し、その手のうちを明かしてしまうんでしょうか。例外があり得るのに、判

断基準も、日米の政府による決定基準も、あるいは国民への説明も定めず、曖昧に

放置することこそ無責任だと私は思います。 

 もし持ち込ませずを今後も堅持するのであれば、その手順を平時のうちに安保三

文書等に明記すべきだと考えますが、防衛大臣の見解を求めます。 

 

○国務大臣（小泉進次郎君） ありがとうございます。 

 私の講演、交詢社フォーラムのは、昨日と言われましたけど、おととい、日曜日

に講演をした内容であります。温かい後押しありがとうございます。 

 その危機感に基づいて、しっかりと進めていきたいと思いますが、今松沢委員か

らお尋ねのありました非核三原則につきましては、政府としては、従来からお答え

しているとおり、非核三原則を政策上の方針として堅持しております。 

 また、持ち込ませずにつきましては、二〇一〇年当時の岡田外務大臣答弁、これ

を引き継いでいくというのも述べているとおりです。 

 そして、その上で、三文書の改定に当たりましては、その具体的な内容について、



今後検討を進めていくものであり、現時点で予断することは差し控えますが、一般

論として申し上げれば、自衛隊の運用など、我が国が安全保障上取るべき対応の中

には、いかなるケースでいかなる対応を取るかを具体的に明らかにすることで、対

抗的な措置をとられることなどにより国の安全を害するおそれがあることから、安

全保障上控えなければならない内容があることは当然のことであり、この考え方に

変わりはありません。 

 

○松沢成文君 大臣、ちょっと更問しますけれども、この岡田答弁というのは私、

大きな問題があると思うんです。このやり方では、緊急時に安保条約上の事前協議

を求める声が日本からもアメリカからも上がってしまう可能性は絶対あるんですね、

これ。そうなってしまえば、混乱してしまって即断ができずに対応できない可能性

が大きいんです。これ、危機管理上極めて無責任な政策だと思いますよ。 

 持ち込ませずに岡田答弁で対応するということは、拡大抑止を確立する上では極

めて不適切で、日本の核抑止力を低下させるだけだというふうに思いますが、この

岡田答弁の問題性についてはいかがお考えですか。 

 

○国務大臣（小泉進次郎君） 岡田外務大臣の答弁、もう一回御紹介をさせていた

だきますが、「緊急事態ということが発生して、しかし、核の一時的寄港というこ

とを認めないと日本の安全が守れないというような事態がもし発生したとすれば、

それはそのときの政権が政権の命運をかけて決断をし、国民の皆さんに説明する、

そういうことだと思っております。」というのが岡田外務大臣の答弁であり、まさ

にこれを引き継いで、非核三原則の中で我々としては戦略の中でも対応していくと、

こういった基本的な方向性だと御理解をいただければと思います。 

 

○松沢成文君 もっと国民の皆さんに分かりやすく端的に聞きますが、それでは、

大臣、持ち込ませずというのは、米国の拡大抑止、ひいては日本の核抑止力を低下

させると私は考えているんですけれども、大臣はいかがお考えでしょうか。 

 

○国務大臣（小泉進次郎君） この拡大抑止の実効性、これが重要だということは

全く同感であります。 

 この拡大抑止の実効性を恐らく松沢委員は問うているということだと思うんです

けれども、それは特定の装備品の我が国への持込みの可否だけで決まるものではな

いと考えています。つまり、アメリカが核を含むあらゆる能力を用いて日米安保上

の義務を果たす意思と能力を明確にし、日米間で緊密に意思疎通を図り、我が国自

身も防衛力を強化していく、これらによって全体として抑止力の信頼性を高めてい

くことが重要だと考えています。 



 

○松沢成文君 ちょっと二つ目の質問を抜いて、時間もないので三つ目の質問に行

きますけれども、今、答弁もいただきました。 

 改めて問いますけれども、前回、私が端的に同じ問いを大臣にぶつけました。で、

大臣、今日もお答えになりましたけど、大臣の答弁は、まず、非核三原則は堅持し

ますと、岡田答弁を踏襲しますと、不断の検討を進めてまいりますと、この三点セ

ットなんですね。私は、これでは激変する核兵器の脅威に日本は対応できないと思

っています。 

 私は、日本を核戦争の脅威から守るために、非核三原則のうち、当然、日本は戦

争被爆国ですから、持たず、作らずは断固堅持するのは当然だと思います。しかし、

三つ目の持ち込ませずというこの形式論を絶対視するのではなく、敵に核を撃ち込

ませないという究極で最大の抑止力の確保へと私は国是をアップデートすべき非常

に重要な機会を迎えていると私は思っています。 

 まず、どういうことやっていくかというと、持ち込ませずの硬直的運用の見直し、

日米拡大抑止協議の閣僚級への格上げ、そして危機時の手順の明確化、そして危機

時の反撃能力の強化、さらには国会への報告と文民統制の制度化、こういう政策を

パッケージとして撃ち込ませずというのをしっかりと打ち出す時期だというふうに

思っています。 

 これ、両大臣に見解を伺いたいんですが、本年末までのこの安保三文書の改定で、

持ち込ませずから撃ち込ませずへの転換を正面から検討することを、外務大臣、防

衛大臣に私は強く求めたいと思いますが、両大臣の見解を伺います。 

 

○国務大臣（茂木敏充君） 委員の御指摘はよく理解しているところでありますけ

れど、持ち込ませずと核抑止力を含みます米国の拡大抑止、これというのはイコー

ルではないということは、概念としてもかなり広い概念であると、後者の方が、と

いうことはお分かりいただけるんではないかなと思っております。 

 非核三原則を堅持する、そして岡田答弁、これを引き継ぐ、その上で、国際社会

及び日本を取り巻く安全保障環境が一段と厳しさを増す中、強固な日米同盟の下、

もちろん日本としての防衛力をしっかりと強化する、これが大前提でありますが、

同時に、核抑止力を含みます米国の拡大抑止の信頼性、これまで以上に強化してい

くための方策、これを不断に検討していくというのは当然のことだと思っておりま

す。 

 

○国務大臣（小泉進次郎君） 松沢先生の撃ち込ませず、この抑止力をしっかり持

たなければいけない、これはそのとおりです。 

 直近でも、先週六月八日から九日にかけて拡大抑止協議を開催をして、地域の核



の脅威の増大を踏まえ、日本の防衛政策や防衛能力、アメリカの核戦力の現代化等

の取組、日米間の調整と相互運用性の強化、そして戦略的メッセージングといった

事項について日米で協議をしたところです。また、御指摘の閣僚級の関与につきま

しても、令和六年七月には拡大抑止に関する日米閣僚会合を実施したところで、必

要なレベルで日米間の意思疎通を重ねてきているところです。 

 こうしたことに加えまして、先生御指摘の反撃能力を含む我が国自身の防衛力の

強化、日米間での危機時の連携、文民統制の在り方などについても不断に検討を行

い、何よりも我が国への攻撃を思いとどめさせるため、必要な取組を着実に進める

必要があると考えています。 

 

○松沢成文君 両大臣のおっしゃることよく分かるんですが、ただ、今持ち込ませ

ずというのを削除する必要はないと、でも、その他様々、撃ち込まれないようにい

ろいろな検討はしていきましょうよと、こういうことですよね、やっていく。 

 そうであれば、持ち込ませずをこれ削除するとなると、相当な政府にも説明責任

が必要だと思いますし、今までの政策を変えるわけですからね、持ち込ませずその

ままにして、第四原則に撃ち込ませずという核抑止の究極の目標をしっかり入れる

べきじゃないですか。そうすることによって核抑止のための政策を日本独自として

も、アメリカと連携してでもしっかり確立することができると思うんですよ。いか

がでしょうか。撃ち込ませずというのを第四原則にする、両大臣に簡単でいいです

から答弁いただきたいと思います。 

 

○国務大臣（茂木敏充君） 松沢先生は、撃ち込ませずと、こういう言葉を使って

おりますけれど、先ほど申し上げたのは、我が国としての防衛力、これを抜本的強

化して、攻撃に伴うコストというものを、これを高めていく、同時に、米国の核抑

止を含みます拡大抑止、この信頼性を高め、日米同盟を更に強化していく、このこ

とが極めて重要だと、こんなふうに考えております。 

 

○国務大臣（小泉進次郎君） 撃ち込ませずというのが、抑止力をしっかりと高め

て、そのことによって新たな戦争を起こさせないと、こういったことであるならば、

それはそのとおりですし、抑止力は意思と能力によって構築をされるものだとする

と、まさに日本の意思が誤解をされず、その能力を日本の自前で持つことと、日米

の揺るぎない抑止力を、同盟関係をしっかりと発展をさせて強化をすること、そし

て同志国の連携を更に今まで以上に強固にすること、こういったことを通じて、ま

さに松沢先生がおっしゃるような新たな戦争を起こさせないようにすることこそこ

の三文書の改定の中で必要なことだと思っておりますので、その点では一致してい

ると思います。 



 

○松沢成文君 両大臣とも、撃ち込ませずに対する政策しっかりやっていこうよと

いう答弁なんですよ。 

 これ、大原則にしたらいいじゃないですか。持ち込ませるだけじゃ弱いし、誤解

も与えるし、いざ危機になったときに日本守れない可能性もあるんですよ。持ち込

ませると撃ち込ませず、比べてみてください。日本を究極的に守る原則は撃ち込ま

せずですよ。持ち込ませずだけじゃ守れないんですよ。そうでしょう。持ち込ませ

なくても、撃ち込まれたら終わりなんだから。だから、撃ち込ませずという原則を

入れない限り、日本の核抑止、拡大抑止というのは成立しないんですよ、しっかり

と。このところをしっかり議論をしないと、今の安全保障環境の中で日本はこの核

の脅威に対抗できないと思うんですね。 

 最後にお願いいたしますが、是非とも三文書の見直しの中で、今各党で議論して

いると思います。与党でも議論して、提言を出します。その中で、非核三原則の見

直しを絶対に逃げないで、日本が核戦争に巻き込まれない、しっかりとした抑止力、

米国との拡大抑止が確立できる、そういう私は三原則なり四原則にしていただきた

い。心からお願いをして、質問を終わります。 

 以上です。 

 


